
令和６年度 生涯学習・社会教育関係職員パワーアップセミナー実施報告（HP 版） 

 

日 時 ・ 会 場（村山会場）令和６年５月１６日（木） 10:00～16:30 

遊学館（山形市緑町１丁目 2-36） 第一研修室  

               （庄内会場）令和６年５月１７日（金） 10:00～16:30 

                                庄内総合支庁（東田川郡三川町大字横山字袖東 19-1）４F 講堂 

 

対 象 市町村生涯学習・社会教育関係職員（公民館職員・コミュニティセンター等職員を含む） 

のうち、経験年数１年未満の初任者と、２年目以上の職員で過去に受講できなかった者。 

 

講 師 等 安藤 耕己 氏（山形大学地域教育文化学部 教授） 

      皆川 雅仁 氏（秋田県生涯学習センター社会教育主事、秋田大学非常勤講師） 

        木村 征子 氏（山形県教育局 生涯教育・学習振興課 社会教育専門員） 

        小野 大輔 氏（山形県教育局 生涯教育・学習振興課主査） 

        黒沼 里美 氏（村山教育事務所 社会教育課 社会教育主事）※村山会場 

        梅津 恭子 氏（置賜教育事務所 社会教育課 社会教育主事）※村山会場 

        今田 博之 氏（最上教育事務所 社会教育課 社会教育主事）※庄内会場 

        櫻井 孝輔 氏（庄内教育事務所 社会教育課 社会教育主事）※庄内会場 

 

出 席 者 数 92 名中 82 名出席（村山 52 名，庄内 30 名）出席率 89％（村山 91.2％，庄内 85.7％） 

 

内     容 

 ◇受付（9:30～9:55）     ◇開講式（10:00～10:05） 

10:05～11:35（90 分） ◆講義①「生涯学習・社会教育とは～生涯学習・社会教育関係職員に求められる役割」 

講師：山形大学地域教育文化学部教授 安藤 耕己 氏 

＊生涯学習の理念や社会教育の役割、今後の生涯学習・社会教育行政の動向など職務に必

要な基本的な知識や考え方を学ぶ。 

11:35～12:45（70 分） 事務連絡・昼食休憩 

12:45～13:15（30 分） ◆講話:令和６年度 県生涯学習・社会教育行政施策概要 

講師：木村 征子 氏（山形県教育局 生涯教育・学習振興課 社会教育専門員） 

◆事例提供：令和５年度「郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業」について 

概 要 説 明：小野 大輔 氏（山形県教育局 生涯教育・学習振興課 社会教育主査） 

事例発表者(村山)：黒沼 里美 氏（村山教育事務所 社会教育課 社会教育主事） 

         梅津 恭子 氏（置賜教育事務所 社会教育課 社会教育主事） 

事例発表者(庄内)：今田 博之 氏（最上教育事務所 社会教育課 社会教育主事） 

         櫻井 孝輔 氏（庄内教育事務所 社会教育課 社会教育主事補） 

13:15～13:25（10 分） 休憩 

 13:25～16:15(170 分) 

（適宜休憩あり） 

 

◆講義②＆演習「社会教育のマネジメントはこうありたい 

～ＬＲＤＣマネジメントサイクルと「熟議」の活用～」 

講師：秋田県生涯学習センター社会教育主事・秋田大学非常勤講師（社会教育経営論） 

 皆川 雅仁 氏 

＊生涯学習・社会教育関係職員として職務遂行に欠くことのできないマネジメントのあり

方について考えるとともに、参加型学習の手法「熟議」を通して地域課題解決の糸口をつ

かむ体験をすることで、関係職員のスキルアップを図る。 

16:15～16:30 質疑応答・諸連絡・アンケート記入         16:30 終了 

 

主 催    公益財団法人山形県生涯学習文化財団    山形県教育委員会 



当日の様子 

 

◆講義①「生涯学習・社会教育とは～生涯学習・社会教育関係職員に求められる役割」 

 

「社会教育とは何か」という概念を、日本における戦後からの教育の歴史や諸外国との比較を通して、各種法令を紐

解きつつ講義いただきました。 

 

 

 

 

◆講話：令和６年度 県生涯学習・社会教育行政施策概要  

 

講師の木村社会教育専門員より、今年度の山形県の社会教育・生涯学習行政施策概要についての説明や、新任職員

へのメッセージをいただきました。 

 

 

講師の安藤先生 
＊参加者の声＊ 

・概念など、図式で丁寧に説明していただき、理念

の理解が深まった。 

 ・社会教育に携わる者として、思考や行動の根幹に

おくべき重要な講義をいただいた。現場にどうい

かしていくか、公民館主事にも共有しながら、今後

の業務に生かしていきたい。 

 ・教育と学習の違い、生涯教育、社会教育の違い等、

わかりやすく教えていただきました。 

 ・ここ数十年で大きな変化があったことが分かりま

した。 

村山会場 木村専門員による講話 

今年度は昨年までの受講者アンケートを反映し、村山と庄内の２会場で開催しました。庄内の方は

参加しやすくなり、また１会場ごとの参加人数が減ったので、講師の先生や受講者同士の距離が縮ま

り、更に充実した研修となりました。 

 



◆事例提供：令和５年度「郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業」について 

 

 村山・庄内会場それぞれ２人ずつの発表者によって、実際に地域で行った中学生が企画・実施する体験プログラム

普及事業について報告がありました。 

 

 

◆講義②＆演習「社会教育のマネジメントはこうありたい～ＬＲＤＣマネジメントサイクルと「熟議」の活用～」 

 

 最後の講義では社会教育とは何か、教育基本法の解読からス

タートし、熟議や LRDC マネジメントサイクルを活用した事

務事業のつくり方についてお話いただきました。講師のこれま

での経験から生まれた LRDC マネジメントサイクルによる事

業の進め方、また地域を巻き込み横のつながりであるネットワ

ークを張り巡らせることの重要性を学びました。 

 

 熟議とは…多くの当事者（関係する地域住民等）が集まって地域の

課題について学習・熟慮し、討議することによって互いの立場や果た

すべき役割への理解を深めること。熟議を重ねることで解決策が洗練

され、個々人が納得して自分の役割を果たすようになっていくといわ

れています。今回は受講生４～６人のグループごとに「これからの山

形をつくる人たち（子どもたち）に伝えたい『山形らしさ』ってな

に？」をテーマに、活発な熟議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の皆川先生 

木村専門員の講話 

村山会場演習の様子 

庄内会場演習の様子 

＊参加者の声＊ 

・中学校から、中学生に企画から参加させてほしいと相談もあったので、具体的事例は参考になった。 

・自分の市町村で活用できる内容があった。活かしたい。 

・中学生年代へのアプローチは、これまでなかなか取り組めていなかったものであり、地域との継続的なかかわり

を持ち続けるためには、重要な取り組みと考えている。公民館主事にとって、中学生とのかかわりについて学ぶ

機会は、この事業実施にあたり、必須と感じました。 



 

村山会場 庄内会場 

 
今回の熟議の成果です。 

地域の違いが表れて、楽しい結果になりました！ 

＊参加者の声＊ 

・社会教育の果たす役割や意義について改めて、また新たな視点で学ぶことができた。 

・本日受け取った気持ちを持ち帰って、地域に生かしていけるような仕事をしたい。今まで、地域のため、と 

大きなひとくくりで仕事へのスタンスはあったが、それはどうしてか、何のためか、掘り下げて勉強できて、

とても充実した時間を過ごすことができた。 

・誰もが気軽に臨める「熟議」大変有効で、色々な場所で使えるスキルだと思う。いただいた資料を読み返し、 

ぜひ今後活用したい。 

・社会教育という分野に興味がわいた。 


